
令和８年度 嘉楽中学校ブロックの小中一貫教育 

 

小中一貫教育構想図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中一貫教育の目標 
 
 

自律と挑戦 

 

目指す人間像 

○目標をもって意欲的に学び続ける人間 

○自分も人も仲間も大切にする行動がとれるできる人間 

○仲間と支え合い・高め繋がり合える人間 

 

児童生徒の実態 

・素直な子が多い。 

・基礎基本の定着が不十分である。 

・学び続ける力が弱い。 

・学力の格差が見られる。 

・家庭環境が厳しい児童・生徒がいる。 

 

 人権としての教育 

“人権を支える学力保障・学力向上” 

人権を通しての教育 

“子どもを取り巻く人権環境” 

人権についての教育 

“人権課題についての学習” 

確かな学力 

 

基礎基本の徹底 

普通授業の改善・充実 

（指導と評価の一体化） 

四則演算の能力向上 

漢字能力の向上 

言語知識の徹底・言葉の力の向上 

家庭学習の充実 

読書活動の充実 

帯時間の活用 

あしあと検定（ノートづくり） 

えいご検定（英検受検促進） 

子どもを見守る教職員 

好意と期待の眼差し 

高め合う学習集団 

学習規律の徹底 

いじめのない学校 

学習環境の整備 

（施設・機器・物資・人材面） 

同和問題指導 

社会科 

生活科 

総合的な学習の時間 

総合育成支援教育 

外国人教育 

男女平等教育 

豊かな体験 

豊かな自然・文化体験 

様々な社会体験・奉仕体験 

地域人材の活用 

（地域との交流事業） 

福祉施設の活用 

小中連携事業 

 

豊かな心 

異年齢集団活動の充実 

めんせつ検定（礼儀・マナー・スピーチ） 

小中交流合唱交歓会 

道徳の内容項目を意識した全教育

活動 

安心な居場所としての学級・学年 

めざす子ども像・校則 

自主性を生かした児童会・生徒会

活動 

道徳の時間の充実 

生徒指導 

規範意識の育成 

健やかな体 

心を支える体づくり 

（体育授業の充実） 

生活習慣の確立 

生涯体育につながる豊かな運動経験・運動機

会（クラブ・部活動等） 

家庭環境を整える 

（家庭訪問の充実） 

運動環境の整備 

（場・時・用具の確保） 

健康的な生活環境 

保健学習 

（健康の知識・理解） 

食育 

安全・防災教育 

 

生きる力の観点から 

 

人権のための教育“人権を守る実践力と技能” 

【指標】 見とりの場面 

学力（学習面・運動面すべて） 

あいさつ・行動力（実践力） 

読解力・表現力（言語の技能） 

対人関係能力（コミュニケーション場面で） 

自主・自律の態度（意欲・根気・自主性） 

夢を拓く 

調査等、数値化されるものを通して 

日常の行動面から 

読書量や行事場面から 

話し合いや会話等の対人場面から 

様々な取組に対する態度から 

自分の夢をもって 

 

人権の視点から 

地域の特性 

・児童・生徒数の減少 

・高齢化 

・旧同和地区（被差別部落）を含む 

・人権のまちづくり 

・高齢者福祉施設 

・歴史的風土（船岡山・西陣・紫野） 

 

今、求められる力 

（学校教育の重点より） 

・好奇心や興味関心、夢や希望を基盤とする 

自ら学ぶ力 
・他者と社会とのかかわりの中で醸成される

豊かな人間性や道徳性、協調性を基盤とする

自ら律する力 

 
教育を取り巻く情勢 

・新学習指導要領の実施 

・いじめ防止対策推進法（H25.6.28 施行） 

・人権に関する３つの法律（H28施行） 

 ＜社会的障壁の解消・合理的配慮、など＞ 

・子ども基本（R5.4施行） 

・学校部活動地域移行 

 

 

乾隆小学校 紫野小学校 人権教育の推進 

嘉楽中学校 



軸となる取組・活動 
  

義務教育卒業時につけたい力 

目標をもって意欲的に学び続ける力 

  

 

 

        

小１（１年） 小２（２年） 小３（３年） 小４（４年） 小５（５年） 小６（６年） 中１（７年） 中２（８年） 中３（９年） 

取組・活動 

 
 

学力向上 幅広い学力 多様な実態への対応 

・普通授業の充実 

・ICT教育の充実 

・あしあと検定の実施（学習意欲の向上） 

・帯時間の活用（朝読書、朝／昼学習など） 

・内部検定に挑戦（漢字力・計算検定など） 

・放課後補習や長期休業中の学習会（子どもの実態に応じて実

施） 

・社会に開かれた教育活動推進事業 
・長期宿泊学習 
・修学旅行 
・社会見学 
・体験教室 
・GIGA端末の多様な活用 

・総合的な学習の時間 

（地域教材の開発） 

・LD等通級指導教室 

・ことばときこえの教室 

・総合育成支援員等 

・ボランティア配置 

・SC の活用 

実態把握 

・ケース会議等の情報交流           ・全国学力・学習状況調査結果分析 

・個別の指導計画の作成            ・プレジョイント結果分析 

・個の課題に応じた指導計画の作成       ・ジョイントプログラム結果分析 

・授業振り返りシート             ・学力実態調査結果分析 

 

   

 

 

 

        

 

 

義務教育卒業時につけたい力 

自分も人も大切にする行動がとれる力 

  

 

 

        

小１（１年） 小２（２年） 小３（３年） 小４（４年） 小５（５年） 小６（６年） 中１（７年） 中２（８年） 中３（９年） 

取組・活動 
 

実態把握 道徳教育の充実 縦割り活動 
（たてわり活動） 

児童会の取組 体験活動 規範意識の向上 

・生活調べ ・道徳の時間の充実 

・道徳の価値項目を 

意識した行事 

・縦割り集会 

・縦割り遠足 

・縦割り掃除 

・縦割り遊び 

・縦割り給食 

・児童会本部委員会

の活動充実 

（自主的な活動） 

・児童集会の開催 

・人権集会の開催 

・ボランティア体験 

・福祉施設等訪問 

・地域の方との交流 

 

・あいさつ運動 

・めざす子ども像の明示 

・常に人権の視点を踏ま

えた言動 

   

 

 

 

        

 

 

義務教育卒業時につけたい力 

仲間と支え合い繋がり合える力 

  

 

 

        

小１（１年） 小２（２年） 小３（３年） 小４（４年） 小５（５年） 小６（６年） 中１（７年） 中２（８年） 中３（９年） 

取組・活動 

 
 

実態把握 協働活動 話し合い活動の充実 

・いじめアンケートの分析 

・クラスマネジメントシートの分析 

・教育相談週間 

・縦割り活動 

・班活動（学級、宿泊行事など） 

・係活動 

（学級・運動会・学習発表会など） 

 

・授業場面で 

（ペアトーク、グループトーク、ディベイト、 

司会を立てて） 

・学級会、委員会活動の機会 

   

 

 

 

    オープンスクール 

合唱交歓会 

【嘉楽中学校の取組】 

①リーダーを育てる集団づくり 

②生徒会本部を中心に各種委員会の取組の充実 

 

 

学年または学年区分ごとにめざす姿 

学級・学年の友達と仲良く遊ぶ。 

相互に助け合いながら、一つの
作品や活動を成し遂げること
ができる。 

自ら企画し、仲間と協力し合っ

て、目的達成のために行動する。 
広く様々な立場の人々の人権に配慮し、民主的な手

順に従って、仲間と支え合いながら活動する。 

学年または学年区分ごとにめざす姿 

【小学校６年間を通して、めざす姿及び身につけたい力】 ①学習規律を守り、知的好奇心をもって学習に向かう姿勢 ②基礎・基本の力を基に、自学自習できる力 

③自ら課題を見付け、自ら課題解決の方法を定め、課題解決に向かって努力する姿 

 

 

【中学校３年間を通して、目指す姿及び身に付けたい力】 

将来の夢を実現するために、自らを磨き続けられる姿勢 

社会につながる表現力～主体的に「考えて話す」生徒に～  

＜中学校ブロックとしての取組＞ 

普通授業の充実（アクティブラーニングの推進）・帯時間の活用・放課後補習・長期休業中学習会・全国学力・学習状況調査、学習確認プログラム・プレジョイント・ジョイントプログラムおよび学力実態調査の結果

分析・体験活動の充実（総合的な学習の時間、長期宿泊学習および校外学習等）・学習のきまり・家庭学習の充実・道徳教育の充実・ICT教育の充実（GIGA端末の有効活用） 

 

 

＜中学校ブロックとしての取組＞ 

学年または学年区分ごとにめざす姿 

自分の思いを言葉で伝え、人の思いを聞く。 

人の考えを比較しながら聞いて、
共感・賛成・反対などの意見を伝
えようとする。 

人の考えを聞いて、認め合った
り、折り合いをつけたりしてより
よい解決策を生み出す。 

民主的な手法により、様々な

意見から解決策を案出し、自

らの責任において、行動する。 

自分で責任ある行動をとると共に、人

に必要なことや考え、気持ちなどが分

かるように想像し、共感的に理解する。 

人権に関する授業研修（道徳・総合的な学習・社会科）・互いを尊重する言葉がけ（呼称等） 

＜中学校ブロックとしての取組＞ 

中学：生き方探究チャレンジ体験での中学生との関わり 

嘉楽中生徒会活動との連携 

エコ活動（エコキャップ集め） 

学力向上 

・主体的・対話的で深い学び 

・こじか検定（あしあと検定・英語検定） 

・ICT教育の充実 

・土曜自主学習会、放課後学習会の充実 

・長期休業中学習会 

幅広い学力 

・パフォーマンス実践 

 （プレゼン大会・ミニ授業大会） 

・こじか検定（めんせつ検定） 

・総合的な学習の時間 

・修学旅行 

・GIGA端末の多様な活用 

・理科自由研究相談会 

将来展望 

・進路講話 

・キャリア教育 

（生き方探究チャレンジ体験学習 

および SDGｓ学習） 

 

自主活動 つながり 
人権教育の 

充実 
・朝学活の充実 

・終学活の充実 

・各学年での 

 行事や発表の企画 

・ノーチャイム 

 

・生徒集会の取組 

・全校集会の取組 

・みんなで作る部活動 

 

・道徳の充実 

・人権問題学習や人

権学習の充実 

 

 

 

実態把握 協働活動 
協働活動の 

発展 
・いじめアンケート

の実施 

・クラスマネジメン

トシートの分析 

・教育相談週間 

 

・つながり合いを意

識した学年行事の

取組 

・つながるでぇ 

 各委員会取組 

  

・学校祭（文化の部/

体育の部の取組） 

・合唱交歓会 

・パフォーマンス実

践（ミニ授業大会） 

司会・進行 

 



学びの約束・ルール 

項 目 小１（１年） 小２（２年） 小３（３年） 小４（４年） 小５（５年） 小６（６年） 中１（７年） 中２（８年） 中３（９年） 

学習 
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生活 

         

行動 

 

 

・友達と一緒になか

よく遊ぶことを楽

しむ。 

・相手の話を最後ま

で聞く。 

・「ごめんね。」「あ

りがとう。」を言う。 

・ふわふわ言葉を使

って、話すようにす

る。 

 

 

・友達と一緒になか

よく遊べる遊びを

みんなで考えて遊

ぶ。 

・知っている人には

大きな声であいさ

つができる。 

・ふわふわ言葉を使

って、話すようにす

る。 

 

 

・みんなで学年やク

ラスの目標（約束）

を話し合って考え

る。 

・相手の思いや考え

を受け入れる。 

・解決につながる言

葉を自分から言う。 

 

 

・みんなで話し合っ

て決めた学年やク

ラスの目標（約束）

を意識して守る。 

・笑顔であいさつが

できる。 

・その場や相手に合

った言葉で自分の

思いを話そうとす

ることができる。 

 

 

・高学年として、学

校全体や友達のた

めに、自分ができる

ことは何かを考え

て行動しようとす

る。 

・相手の思いや考え

をイメージし、行動

する。 

・自分だけでなく、

集団の一員として

解決につながる行

動をする。 

 

 

・小学校の最高学年

として、学校全体や

地域、保護者の人や

友達のために自分

ができることを率

先して取り組む。 

・誰に対しても自分

からあいさつがで

きる。 

・お互いに相手のこ

とを思いやった言

葉で話すことがで

きる。 

 

 

・一人一人の違いを

受け入れ、お互いを

大切にする。 

 

 

・自他の違いを認

め、人の喜びや悲し

みを共感的に受け

止める。 

 

 

・自分を大切にする

と共に、人の気持ち

や立場を尊重した

行動をとる。 

 

 

 

学習に向かう姿勢（学習規律） 

 

 
休み時間に次の時間の学習の準備を整える。 チャイムですぐに学習を始められるように準備をする。 

相手を意識した話し方・聴き方・学び合い 

 

 
相手を見て終わりまで 大事なところを落とさず 目的や意図に応じて的確に 自分の考えをもち主体的に話し、聴き合う事で学び合う 

学びのあしあとを残すノート作り 

 

 
【ノートの基本】 

①ていねいな字で濃く書く。②日付・ページ数を書く。③学習のめあてをきちん

と書き、めあてに対する振り返りをする。④色を変えるなどして、分かりやすく

まとめる。⑤下じきをしく。 

板書できている。 

 

 

【ノートの基本】をふまえた上で 

大事なことを書き足す。めあてに対する振り返りを書く。各教

科、考察や学習のポイント、先生や友達の発言を付け加えるな

どして、自分の学習のあしあとを残し、見直しに活用できるノ

ート作りをする。 

【生徒による授業実践】 

人に教える授業実践におい

て、ノートづくりの計画性お

よび探究的で表現力の工夫を

身に付けさせたい。 

自学自習の姿 

 

 
宿題や読書を進んでする。 

 

宿題や読書、自主学習を進んでする。 宿題や読書、自主学習に自ら創意工夫して取り組む。 

きまり（ルール）を守る姿勢 

大きな声で 

あいさつ 

目を見て・心をこめて 自らすすんで 

時間 

ベルの合図を守り行動 時計を見て行動 自ら時計を見て行動 見通しをもって行動 

きれいに 

身の回りをきれいに 学校をすすんできれいに 地域社会をすすんできれいに 

モノを大切に 

自分のモノを 友達のモノも 学校のモノも 公共のモノも 

人を大切に 

やさしい言葉づかい 思いやりのある行動 相手のことを考えた行動・言動 他者理解をもとにした集団づくり 

人を大切にする力 



小中一貫教育推進体制 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭・地域との連携・協力に向けた取組 
 

 

〇学校だよりの地域回覧 

〇中学校ブロック内での学校だよりの交流 

〇学校運営協議会・地域諸団体・保護者等との合同事業や学校評価アンケート結果の考察 

〇学校ＨＰのリンク 
 

 

小中連携企画委員会 

＜役割＞ 

小中一貫教育の全体方針を立て、各部の

動きを総括する 

＜メンバー＞ 

三校の校長及び小中連携主任（教務主任） 

 

 

嘉楽中ブロック研究主任会 

＜役割＞ 

普通授業の充実を目指して、各校の研究

成果をブロック内の学校に生かす。 

＜メンバー＞ 

三校の研究主任 

 

 

嘉楽中ブロック人権主任会 

＜役割＞ 

人権教育の充実を目指して、各校の具体

的な取組を相互に生かす。 

＜メンバー＞ 

三校の人権教育主任 

 

 

嘉楽中ブロック生徒指導・補導主任会 

＜役割＞ 

児童生徒の発達を支える視点に立ち、各

校の具体的な取組の課題や成果を交流

し、ブロック内の児童・生徒の健全な育

成を図る。 

＜メンバー＞ 

三校の生徒指導主任及び補導主任 

 

 

具体的な取組 

〇研究発表会の交流 

〇ブロック内での校内研究の公開 

〇各校の取組概要の共通理解 

〇学習のきまりの共有 

〇各種調査の結果公開 

 

 

具体的な取組 

〇人権学習の授業公開 

〇同和問題指導の校内授業研の公開 

〇人権参観等の取組公開 

〇小中合同人権研修 

 

 

具体的な取組 

〇地域生徒指導連絡協議会 

〇嘉楽中学校区小中交流合唱交歓会 

〇オープンスクール 

 

嘉楽中ブロック小中連携拡大企画委員会 

具体的な取組（全体） 

〇小中合同夏季研修会 

〇嘉楽中学校オープンスクール（中学校の体験学習・部活動） 

〇小学校保護者向け進路説明会 

〇卒業生の進路状況の共有 

〇行事等における参観（相互交流） 

〇生き方探究パスポートの有効活用（小小・小中連携） 

〇学校のきまりや校則についての情報交換 

〇小規模校のよさを生かした取組 

〇SDGsをふまえた取組（小学校での取組を中学校でも継続し深める） 

 


